
鹿児島県　グループホーム風と光 評価確定日　平成25年3月19日
（調査様式１）

１．　自己評価及び外部評価結果 作成日　平成25年 3月　19日　

【事業所概要(事業所記入)】 【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

・人生の先輩として尊び、言葉遣いや態度に気を付けている

・職員が統一したケアーが行えるように月に一度のミーティングを行い、

　その人にとっての一番良いと思われるケアーの方法を話し合っている

・各居室にナースコールが付いており入居者様が生活するうえで不安の軽減に

　なっている　

・屋上散歩は景色が良く3階の保育所の子供達とも触れ合うことが出来る

・１階の食堂との提携でメニュー豊富で美味しい食事を提供している。

　また職員が食事作りに時間をとられない分ゆとりがうまれ個別ケアーや

　レクレーション等が充実している

・ユニットの廊下が繋がっているためユニット間の交流ができたり居室間の扉を

　開放することで広い範囲で歩行訓練ができる

【評価機関概要(評価機関記入)】

【外部評価で確認した事業所の優れている点，工夫点（評価機関記入）】

※事業所の基本情報は，介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧し
てください。

所　在　地

所在地

特定非営利活動法人福祉２１かごしま

基本情報リンク先URL

○鹿児島市の住宅街に建てられている事業所で、同じ建物内には関連施設もいくつかあ
り、近隣にはスーパーをはじめ商店や企業、小中学校等が密集している地域に位置してい
る。2つの協力医療機関との連携も十分に図られ、定期的に訪問診療を受けることがで
き、利用者や家族の大きな安心につながっている。

○入所時の聞き取りで得られた利用者に関する情報は、きめ細かく項目設定された「私の
支援マップシート」や「心身の情報」に詳細に記録してあり、職員はこれらの情報を十分
に共有している。また、ケアプランにも反映させて、馴染みの商店への買い物や外食等へ
の同行も積極的に実施するなど、利用者がその人らしく暮らせるように適切に支援を行っ
ている。

○管理者および職員は連携して日々の生活の中で利用者への声かけをまめに行い、思いや
希望の把握に努めている。また、本人の暮しに何が最良であるかを必要に応じて家族とも
十分に話し合い、朝礼や「申し送りノート」・「業務日誌」・「個人ケース記録」等に詳
しく記録して情報を共有している。日々、利用者本位の支援に結びつくように取り組んで
いる。

○職員は毎日のおやつ作りを利用者と共に行うことや季節の行事食、初詣・水族館等へ出
かけた際の外食、利用者個々の希望に沿った担当職員との外食など、食事が楽しみになる
ように多くの支援に取り組んでいる。また、健康状態や天候を見ながら、屋上での散歩や
日光浴、近隣の公園の散歩、スーパーへの買い物等の日常の外出のほか、保育園の園児と
の交流や季節の花見、初詣、水族館等に出かけるなど、可能な限り多くの支援を行い、外
出も楽しみなものになるように様々な工夫をしている。

平成25年1月29日訪問調査日

http://www.kaigokensaku.jp/46/index.php

評価機関名

鹿児島市真砂町54番15号

4690100815

医療法人　常清会

グループホーム風と光　

自己評価作成日

事業所番号

鹿児島市紫原四丁目４－２　2階

法　人　名

事 業 所 名

（電 話）099－210－5241

平成24年　12月　1日
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鹿児島県　グループホーム風と光（風） 評価確定日　平成25年3月19日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた
事業所理念をつくり，管理者と職員はそ
の理念を共有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域と ながりながら暮らし

地域密着型サービスとして、家庭的な
雰囲気の中で、その人らしく日常の生
活ができるように、職員全員で作成し
た事業所独自の理念を掲げて支援に取
り組んでいる。理念は法人全体の月ご
との目標と共に掲示し、毎月の職員
ミーティングやケア会議で意義を振り
返り、理解を深めるように努めてい
る。

入所者の方たちがその人らしい
生活を安心・安全に生活を送っ
て頂け尚且つ認知症の進行防止
に繋がる様にケアを提供しま
す。

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

1 1

Ⅰ．理念に基づく運営

事業所は開設1年足らずで地域とのつな
がりを模索している状況であるが、同
じ建物内の保育園児との交流、会話や
カラオケ・清掃作業で来訪されるボラ

方 と 交流 機会が多
外部ボランティアの受け入れの

　利用者が地域とつながりながら暮らし
続けられるよう，事業所自体が地域の一
員として日常的に交流している

○事業所の力を生かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げてい
る認知症の人の理解や支援の方法を、地
域の人々に向けて生かしている。

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービス
の実際、評価への取り組み状況等につい
て報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

運営推進会議を定期的に実施し
会議の内容をスタッフミーテイ
ングにて話し合いサービスの向
上に努めます。

3

4

現在は特に行えていない。職員
に認知症サポーターのキャラバ
ンメイトがいるので風と光の建
物の他の職員に講習を行ってい
る。

2 ンティアの方々との交流の機会が多
く、利用者は楽しみにしている。事業
所の誕生会や夏祭りへの家族や外部の
方の参加もあり、今後は地域の小学校
の運動会の見学なども計画している。

3

会議は2ヶ月に1回、利用者や家族・民
生委員・地域包括支援センターの職員
等が参加して定期的に開催されてい
る。事業所の現況報告や行事・課題等
についての意見交換や民生委員からの
地域の情報提供等が行われ、日々の
サービス向上に活かされている。

2
外部ボランティアの受け入れの
実施

1 特定非営利活動法人福祉２１かごしま



鹿児島県　グループホーム風と光（風） 評価確定日　平成25年3月19日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連携を密に取
り，事業所の実情やケアサービスの取り
組みを積極的に伝えながら，協力関係を
築くように取り組んでいる。

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密着
型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく
理解しており，玄関の施錠を含めて身体
拘束をしな ケアに取り組んで る

6 5

離園等がある際は施錠ではなく
センサー設置にて対応。身体拘
束に対しての理解が不十分なた
め今後身体拘束に関しての勉強
会の実施が必要である。

玄関や居室に鍵をかけない自由な暮ら
しの支援を、職員が連携して見守りを
徹底する努力で実現している。特に言
葉による気持ちの押さえつけや行動制
限がないように日々のケアで工夫に取
り組んでいる。入職時の虐待防止マ
ニュアルによる研修や事業所内で実施
されている認知症に関する研修で職員
の理解を深めるように努めている

行政担当者とは入退所の手続きや認定
更新の手続き、生活保護に関する相談
等の際に、必要な助言や対応をして頂
くと共に、利用者の暮らしぶりやニー
ズを具体的に伝えて、連携を深めるよ
うに努めている。

45
管理者・ケアマネージャーを中
心とし市町村担当者の方達と連
携を取っています。

拘束をしないケアに取り組んでいる。

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止法等
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅
や事業所内での虐待が見過ごされること
がないよう注意を払い、防止に努めてい
る

全職員虐待防止に努めてはいる
が今後高齢者虐待防止法につい
ての勉強会の実施が必要であ
る。

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事
業や成年後見制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している。

の理解を深めるように努めている。

8

権利擁護に関する勉強会の機会
がまだないため今後権利擁護や
成年後継人制度の勉強会の実施
が必要である。

7
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鹿児島県　グループホーム風と光（風） 評価確定日　平成25年3月19日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の際は、
利用者や家族の不安や疑問点を尋ね、十
分な説明を行い理解・納得を図ってい
る。

○運営に関する利用者、家族等意見の反
映

　利用者や家族等が意見、要望を管理者
や職員並びに外部者へ表せる機会を設
け、それらを運営に反映させている。

10

運営推進会議にて御家族の意
見・要望等を把握しそれらの意
見をスタッフ会議等で話し合い
を行い運営に反映させる。ま
た、運営推進会議での話し合い
の内容は議事録を作成し掲示板
への掲示を行う。

6

9

入所時に御本人・御家族へ分か
り易い言葉を用いて説明を実
施。疑問等が出た場合はその都
度説明を行い納得していただ
く。

利用者の思いや意見は日々の会話や所
作の見守りなどで、ご家族とは主に来
訪時に話しやすい雰囲気作りに努めて
意見を頂いている。内容は毎日の申し
送りやミーティング、ユニット会議等
で全職員が共有し、ケアに具体的に反
映できるように取り組んでいる。ご家
族へは来訪の際や電話で必要な報告を
行っている。

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関する職員
の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ
せている。

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の努力や
実績、勤務状況を把握し、給与水準、労
働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備
に努めている。

11 7
ミーテイング等を通して、意見
や提案を聞く機会を設けていま
す。

管理者は、日頃の申し送り時の対話や
連絡帳の活用の他に、毎月のミーティ
ングやユニット会議等を通じて職員の
意見や提案を聞き取っている。管理者
はこれらの意見や提案を、業務改善や
利用者へのサービス向上に具体的に反
映するように取り組んでいる。

就業環境の整備に努めている。12
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鹿児島県　グループホーム風と光（風） 評価確定日　平成25年3月19日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりの
ケアの実際と力量を把握し、法人内外の
研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　代表者は、管理者や職員が同業者と交
流する機会をつくり、ネットワークづく
りや勉強会、相互訪問等の活動を通じ
て、サービスの質を向上させていく取り
組みをしている

職員は入職時の同法人内・他部
署への研修実施、法人内勉強会
への参加はあるがグループホー
ム内での勉強会の実施は現在な
い為、今後はグループホームな
いでの勉強会の開催が必要であ
る。

13

14 現在は行っておりません。
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鹿児島県　グループホーム風と光（風） 評価確定日　平成25年3月19日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○初期に築く本人との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、本
人が困っていること、不安なこと、要望
等に耳を傾けながら、本人の安心を確保
するための関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家
族等が困っていること、不安なこと、要
望等に耳を傾けながら、関係づくりに努
めている

15

十分なコミュニケーションを図
り信頼構築に努め、どのような
ケアを必要とされているか見極
めていき御本人の安心・安全に
繋がるケアの提供を行う。

御家族とのコミュニケーション
を密に図り信頼関係を築き、ご
家族の話を傾聴し要望・悩みな
どの把握を行い問題解決に努め
ます

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

16

めている

○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階で、本
人と家族等が「その時」まず必要として
いる支援を見極め、他のサービス利用も
含めた対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を介護される一方の立場
に置かず、暮らしを共にする者同士の関
係を築いている

必要としている支援の見極めは
行っているが他サービスの使用
は行っていない。

介護する側・される側という関
係ではなく共に過ごし支えあっ
ていく関係の構築を実施

18

17
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鹿児島県　グループホーム風と光（風） 評価確定日　平成25年3月19日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○本人と共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を介護される一方の立場
に置かず、本人と家族の絆を大切にしな
がら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染み
の人や場所との関係が途切れないよう、
支援に努めている

○利用者同士 関係 支援

御家族の協力を頂けるようにご
家族の方とご利用者に関しての
情報の共有を図り共に御本人を
支えていく関係を築く

19

20 8

ご家族はもとより、利用者の友人の来
訪時にはゆったりと談話できるように
支援している。入所時の聞き取りで得
られた情報は、「私の支援マップシー
ト」や「心身の情報」に詳細に記録
し、プランにも反映させて、馴染みの
商店への買い物や外食等への同行支援
も積極的に行っている。

御家族への面会・外出等の声掛
けを実施。

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひと
りが孤立せずに利用者同士が関わり合
い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

　サービス利用〈契約〉が終了しても、
これまでの関係性を大切にしながら、必
要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

21

22

ご利用者同士が交流を図れるよ
うレク等の提供・援助を行う。

退去後も家族の方から連絡が
あった場合は、相談等対応して
おります。
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鹿児島県　グループホーム風と光（風） 評価確定日　平成25年3月19日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、
意向の把握に努めている。困難な場合
は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活暦や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9

24

ご利用者とコミュニケーション
を図ることによりその方の思い
や希望を把握しその希望に沿え
る様に努めている。

御本人・御家族より聞き取り等
を行い生活歴の把握に努めてい
る。

日々の生活の中で声かけもまめに行
い、利用者の思いや希望の把握に努め
ると共に、本人の暮しに何が最良であ
るかを必要に応じてご家族とも話し
合っている。朝礼や「申し送りノー
ト」・「業務日誌」・「個人ケース記
録」等で職員は情報を共有し、利用者
本位の支援に結びつくように取り組ん
でいる。

方、生活環境、これまでのサ 利用
の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状の把握に努めてい
る

○チームでつくる介護計画とモニタリン
グ

　本人がより良く暮らすための課題とケ
アのあり方について、本人、家族、必要
な関係者と話し合い、それぞれの意見や
アイディアを反映し、現状に即した介護
計画を作成している

26

本人・家族の意向や希望、関係者から
の情報を基に、管理者・看護師・担当
職員・ケアマネージャー等が話し合
い、きめ細かなわかりやすい記述の介
護計画を作成している。ケアの経過記
録を基に介護計画の見直し修正が適切
に行われている。

ケアマネージャーが作成し入居
者の情報提供はユニット職員が
実施しています。

10

25
常にご利用者の観察・コミュニ
ケ―ションを図り現状の把握に
努めている。

る。

7 特定非営利活動法人福祉２１かごしま



鹿児島県　グループホーム風と光（風） 評価確定日　平成25年3月19日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づ
きや工夫を個別記録に記入し、職員間で
情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多
機能化
　本人や家族の状況、その時々に生まれ
るニーズに対応して、既存のサービスに
捉われない、柔軟な支援やサービスの多
機能化に取り組んでいる

本人のニーズに沿うように、で
きるだけ取り組んでおります。

28

27

日常の些細な行動・言動等も記
録に残し職員間の情報共有に努
めいているが介護計画の見直し
にはまだ活かしていない。

○地域資源との協働

　一人ひとりの暮らし方を支えている地
域資源を把握し、本人が心身の力を発揮
しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこ
とができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

　受診は、本人及び家族等の希望を大切
にし、納得が得られたかかりつけ医と事
業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

近くの公園や地域散歩等行って
おります。

利用前の受診経過は十分に把握されて
おり、利用者は2つの協力医療機関のい
ずれかをかかりつけ医としている。定
期的に訪問診療をがあり、そのことが
健康面での日々の安心につながってい
る。また、専門医受診も含めて受診状
況や必要な対応は職員や関係者で情報
の共有が図られ、ご家族への連絡も適
切に行っている。

29

30

協力病院DRとの連携を図りなが
ら適切な医療の提供を実施して
いるがその他状態により他機関
での受診がスムーズに受けられ
るための体制作りが今後必要で
ある。

11
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鹿児島県　グループホーム風と光（風） 評価確定日　平成25年3月19日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○看護職員との協働

　介護職員は、日常の関わりの中でとら
えた情報や気づきを、職場内の看護職員
や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の
利用者が適切な受診や看護を受けられる
ように支援している

○入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して治療で
きるように、また、できるだけ早期に退
院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。または、そうし
た場合に備えて病院関係者との関係づく
りを行っている

看護職員に情報伝達を密に行い
適切な処置や病院受診を受けら
れるように対応を実施。

31

32
入院先のケースワーカーや主治
医等に連絡をとり、関係を作っ
ております。

りを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

　重度化した場合や終末期のあり方につ
いて、早い段階から本人や家族等と話し
合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関
係者と共にチームで支援に取り組んでい
る

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備えて、
すべての職員は応急手当や初期対応の訓
練を定期的に行い、実践力を身に付けて
いる

御家族に看取りに関する内容を
説明・理解していただく。職員
の看取りに関する対応・勉強会
の実施が必要である。

12

34

33

重度化した場合の対応については、事
業所でできる最良の方法について「看
取り指針」に定め、入居時に本人やご
家族に十分説明し同意をもらってい
る。今後は職員で方針の共有を徹底
し、利用者の状況に応じて本人や家族
と話し合い、事業所で適切な支援がで
きるように体制作りを進めていくとこ
ろである。

全職員応急手当・初期対応訓
練・AED講習を1回は受けている
が今後定期的にこの訓練の実施
が必要である。

9 特定非営利活動法人福祉２１かごしま



鹿児島県　グループホーム風と光（風） 評価確定日　平成25年3月19日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を全職
員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

1335

消防署の協力のもと、同一建物内の関
連施設と合同の火災を想定した避難訓
練と事業所独自の避難訓練を実施して
いる。事業所開設1年目であり、現在は
今期中に地域の民生委員および住民参
加の訓練を実施できるように準備を進
めている。食料と飲料水の備蓄は、建
物1階にある食堂との協力体制が築かれ
十分な状況である。

定期的に避難訓練等の実施はあ
るが夜間避難訓練は実施してお
らず。また地域との協力体制構
築ができていない。

10 特定非営利活動法人福祉２１かごしま



鹿児島県　グループホーム風と光（風） 評価確定日　平成25年3月19日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○一人ひとりの人格の尊重とプライバ
シーの確保

　一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプ
ライバシーを損ねない言葉かけや対応を
している

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　日常生活の中で本人が思いや希望を表
したり、自己決定できるように働きかけ
ている

○ そ 人ら 暮ら

一人ひとりの人格・尊厳を傷つ
ける事の無いように声掛け・対
応を実施しています。

利用者の人格を尊重し、日々のケアに
際して尊厳やプライドを損ねるような
言葉かけや対応を行わないように、
ミーティング等を通じて方法を共有し
て実践に努めている。また、利用者に
関する各種の記録は事務室の棚に保管
し、来訪者の目につかないように配慮
している。

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

36 14

決めつけのケアを行うのではな
くご利用者に必ず判断を仰ぐ声
掛けを行い自己決定が行えるよ
うな声掛け・ケアの提供を行っ
ています。

37

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するので
はなく、一人ひとりのペースを大切に
し、その日をどのように過ごしたいか、
希望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれが
できるよう支援している

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人
ひとりの好みや力を活かしながら、利用
者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

38

1540

ご利用者個々のADLを把握したう
えで出来ること・出来ないこと
の見極めを行い食事準備・片づ
け等を手伝って頂く。

食事は利用者の希望や意向も一部取り
入れながら、協力関係にある同一建物
内の食堂より提供され、利用者個々の
力に応じて食卓の準備・後片付けや毎
日のおやつ作り等を職員と共に行って
いる。食事が楽しみなものになるよう
に、季節の行事食の工夫や初詣・水族
館等へ出かけた際の外食、利用者個々
の希望に沿った担当職員との外食など
多くの支援に取り組んでいる。

39

一人一人の生活のペースを乱す
事の無いように意向に沿った日
常生活の提供を心がけてはいる
が、業務の都合により支援が困
難な時もある。

更衣・衣類準備等ご利用者様と
一緒に選びその方が着たい者を
選んで頂く。またご家族の協力
を頂きその人らしい身だしなみ
に必要な衣類を準備して頂く。

11 特定非営利活動法人福祉２１かごしま



鹿児島県　グループホーム風と光（風） 評価確定日　平成25年3月19日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一
日を通じて確保できるよう、一人ひとり
の状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

　口の中の臭いや汚れが生じないよう、
毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人の
力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

41

毎食後口腔ケアの声掛けを実施

毎食時の食事・水分摂取の観察
を行い摂取量が少ない方には工
夫を行い摂取して頂ける様に援
助を実施。

42

利用者の様子観察や排泄チェック表の
活用で個々のパターンを把握し 誘導

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、
一人ひとりの力や排泄のパターン、習慣
を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立に向けた支援を行っている

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲
食物の工夫や運動への働きかけ等、個々
に応じた予防に取り組んでいる

便秘傾向の方には食物繊維質や
水分摂取を促し自然排便を促す
が必要に応じ下剤・カマグ等を
服用して頂き排便コントロール
を行う。

Pトイレ使用者にはなるべく日中
はトイレを使用していただける
様に声掛けを実施し排泄の自立
支援に繋げる。

44

活用で個々のパタ ンを把握し、誘導
や声かけを工夫して不安や羞恥心の軽
減も兼ねた排泄の自立に向けた支援に
取り組んでいる。これらの一連の工夫
は介護プランにも反映して、利用者
個々に合わせた対応になるように努め
ている。

43 16
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鹿児島県　グループホーム風と光（風） 評価確定日　平成25年3月19日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミングに合わ
せて入浴を楽しめるように、職員の都合
で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々に応じた入浴の支援している

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の状
況に応じて、休息したり、安心して気持
ちよく眠れるよう支援している

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や

45

利用者の体調や希望にもよるが、入浴
は毎日対応可能であり、場合によって
は清拭や足浴に変更することもある。
石けんやシャンプーなども本人の好み
のものを使用して頂き、檜風呂を楽し
んで頂けるように支援している。入浴
を嫌われる方にはご家族に協力をお願
いしたり、声かけを工夫して支援に取
り組んでいる。

その方の現病歴・内服薬・副作

17

46

その日の業務上の都合により入
浴の時間帯を決めてしまうこと
もあるが出来るだけ希望に沿え
る様に入浴の支援を行ってい
る。

寝具の清潔・空調管理等を行い
安眠に繋がる様に支援を実施。
日中傾眠等が見られた際は居室
安静を促し休息をとって頂くよ
うに支援を実施する。

　 人ひとりが使用している薬の目的や
副作用、用法や用量について理解してお
り、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせる
ように、一人ひとりの生活暦や力を活か
した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、
戸外に出かけられるように支援に努めて
いる。また、普段は行けないような場所
でも、本人の希望を把握し、家族や地域
の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

日常的な外出の実施はできてお
らず。今後はご家族・地域の方
から協力を頂ける様な体制作り
の構築、また理解して頂く事が
必要である。

出来る方は食事の準備・片づ
け・洗濯物たたみ等を手伝って
頂き役割と認識して頂く。御本
人の嗜好品の提供も実施してい
る。また定期的に円買い活動・
近所への散歩等も実施してい
る。

47

48

そ 方 現病歴 内服薬 副作
用の把握等を各職員行い症状の
変化等ないか観察に努める。

利用者の希望は日常会話を通じて把握
に努め、健康状態や天候を見ながら、
屋上での散歩や日光浴、近隣の公園の
散歩、スーパーへの買い物等に出かけ
ている。また、年に数回は、同じ建物
内の保育園の園児との交流や季節の花
見、初詣、水族館等に出かけるなど、
可能な限り多くの支援を行い、外出が
楽しみなものになるように工夫してい
る。

1849
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鹿児島県　グループホーム風と光（風） 評価確定日　平成25年3月19日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大切
さを理解しており、一人ひとりの希望や
力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をし
たり、手紙のやり取りができるように支
援している

○居心地のよい共用空間づくり

50

金銭管理は職員で実施。必要な物は
職員が買いにいったり、ご利用者様
と一緒に買い物に行ったりしている
ため個人での管理は実施しておら
ず。今後の課題として一人ひとりの
能力や希望に応じての個人管理の支
援も必要であると思う

ご利用者様が過ごしやすい様に 共用空間はゆったりとしたスペースで
明るく 室温や換気にも十分に配慮さ

51
家族の希望をとり、必要時はで
きるだけ電話等ができるよう配
慮しております。

　共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）が、利用者
にとって不快や混乱を招くような刺激
（音、光、色、広さ、湿度など）がない
ように配慮し、生活感や季節感を採り入
れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気
の合った利用者同士で思い思いに過ごせ
るような居場所の工夫をしている

52

ご利用者様が過ごしやすい様に
テーブル・椅子等の配置を実
施。ホール内の清潔保持に努め
ている。ホール内を季節に合っ
た装飾で飾りつけを行い居心地
の良い空間の提供に心掛けてい
る。

明るく、室温や換気にも十分に配慮さ
れている。周囲の壁には利用者作成の
習字や各種の行事の写真が掲示され、
季節を感じる花や観葉植物も置かれ、
くつろげるように工夫されている。屋
上やテラスも日当たりがよく、散歩や
日光浴ができるように整備され、気持
ちよく過ごせる環境になっている。

19

53

一人になれる空間はないです
が、気の合った利用者同士で過
ごせるテーブル配置にしており
ます。

14 特定非営利活動法人福祉２１かごしま



鹿児島県　グループホーム風と光（風） 評価確定日　平成25年3月19日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や
家族と相談しながら、使い慣れたものや
好みのものを活かして、本人が居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な環境
づくり

　建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして、安全
かつできるだけ自立した生活が送れるよ
うに工夫している

55

54 20

たんすなどの家具は使い慣れた
物をご自宅より持ってきて頂き
趣味の物を居室に置くなどして
その方らしい空間作りに努めて
いる。

居室は事業所が準備したベッドや椅
子・テーブル・エアコン等が備え付け
られているが、本人が自分の部屋とし
て落ち着いて過ごせるよう、使い慣れ
たテレビや家具、小物を持ち込んでも
らったり写真を飾るなど、居心地のよ
い環境になるように適切に支援してい
る。

安全に生活していただける様に
施設内の危険個所がないか
チェックを実施。一人ひとりの
ADL把握を行ったうえで自助具等
の使用を行い出来るだけ自立し
た生活に繋がる様に援助する。
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鹿児島県　グループホーム風と光（光） 事業所自己評価

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた
事業所理念をつくり，管理者と職員はそ
の理念を共有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし
続けられるよう，事業所自体が地域の一
員として日常的に交流している

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

1
その人らしさを大切にしながら
安心、安全なサービスに心がけ
ている

1

22

近くの公園に散歩に行ったり近
隣のスーパーに買い物に出かけ
地域の一員として暮らしてはい
るが日常的な交流には至ってい
ない　　3階の保育園の子供達と
は一緒に行事に参加したりボー

Ⅰ．理念に基づく運営

員 常

○事業所の力を生かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げてい
る認知症の人の理解や支援の方法を、地
域の人々に向けて生かしている。

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービス
の実際、評価への取り組み状況等につい
て報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

3 特に行えていません。

4
運営推進会議の報告・話し合い
をミーティングの時に行いサー
ビスの向上に生かしている

3

緒
ル遊びなどをしている
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連携を密に取
り，事業所の実情やケアサービスの取り
組みを積極的に伝えながら，協力関係を
築くように取り組んでいる。

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密着
型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく
理解しており，玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる。

5

4

6

認知症の周辺症状の激しい人で
も１:１で付き添い身体拘束は
行っていない
離設予防のため玄関ブザーを設
置し施錠しないケアーに努めて
いる　　　　　　職員は拘束に
ついてのマニュアルで共通理解
に努めている

5
ケアマネージャーが中心となり
市町村担当者と連携をとってい
る

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止法等
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅
や事業所内での虐待が見過ごされること
がないよう注意を払い、防止に努めてい
る

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事
業や成年後見制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している。

7

職員は虐待防止のマニュアルで
共通理解に努めている
また入居して最初の入浴時は身
体の状態に気を付けている

8

成年後見制度を活用している人
はいないが今後、適用者から相
談を受けたら活用するように進
めていく
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の際は、
利用者や家族の不安や疑問点を尋ね、十
分な説明を行い理解・納得を図ってい
る。

○運営に関する利用者、家族等意見の反
映

　利用者や家族等が意見、要望を管理者
や職員並びに外部者へ表せる機会を設
け、それらを運営に反映させている。

6
利用者、家族から意見や要望が
出たら管理者に相談し対応して
いる

9

10

入所時に管理者から家族に対し
十分な説明を行い理解されてい
る

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関する職員
の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ
せている。

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の努力や
実績、勤務状況を把握し、給与水準、労
働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備
に努めている。

11 7
月に１回のミーティングの時意
見や提案を出している

夜勤手当は資格を考慮してほし
い
急な欠勤に備え人員に余裕が欲
しい

12
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりの
ケアの実際と力量を把握し、法人内外の
研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　代表者は、管理者や職員が同業者と交
流する機会をつくり、ネットワークづく
りや勉強会、相互訪問等の活動を通じ
て、サービスの質を向上させていく取り
組みをしている

14
地域のグループホームとの交流
を持つ機会を作ってほしい

13

研修会の機会は設けてあるが人
員に余裕がなく時間内での参加
が難しい
働いている中で指導が必要なと
きは行っている
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○初期に築く本人との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、本
人が困っていること、不安なこと、要望
等に耳を傾けながら、本人の安心を確保
するための関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家
族等が困っていること、不安なこと、要
望等に耳を傾けながら、関係づくりに努
めている

入所の時や面会の時、家族が話
しやすい雰囲気づくりに努めな
がら家族の思いも傾聴し信頼関
係づくりに努めている

15

環境が変わって不安も多いので
本人の困っていること、要望を
十分に聞き、解決できることに
はすぐに対応し信頼関係づくり
に努めている

16

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

めている

○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階で、本
人と家族等が「その時」まず必要として
いる支援を見極め、他のサービス利用も
含めた対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を介護される一方の立場
に置かず、暮らしを共にする者同士の関
係を築いている

まずこの利用者に何が必要かを
本人、家族より細かく情報を取
り必要な支援を進めていく
リハビリを希望された方に在宅
訪問医療マッサージを受けても
らった

18

一緒にお茶を飲んだり同じ食事
をとりながら会話を勧めたり、
洗濯物を干したり畳んだりしな
がら一緒に生活していることを
実感してもらう　また「自分の
親だったら」という気持ちを大
切にしている

17
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○本人と共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を介護される一方の立場
に置かず、本人と家族の絆を大切にしな
がら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染み
の人や場所との関係が途切れないよう、
支援に努めている

19

お便りに入居者様の写真を掲載
したり最近の状況を報告してい
る　　面会時には本人と家族が
ゆっくり話ができる環境づくり
をし、本人の希望する外出や外
食など家族とのきずなを大切に
してもらっている

20 8

本人の希望と家族の理解により
３名の方が馴染みの理容室、美
容室に行っている　また面会に
も来ていただけるよう働きかけ
ている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひと
りが孤立せずに利用者同士が関わり合
い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

　サービス利用〈契約〉が終了しても、
これまでの関係性を大切にしながら、必
要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

21

入所者間の話の内容、態度など
から人間関係の把握に努め、孤
立しないようレクレーション等
に誘い交流を深められるように
努めている

22

重篤な疾患で他院へ入院された
方の家族に対し、訪ねて来やす
い雰囲気づくりに努め、来所さ
れた時は本人の状況を聞いた
り、家族の疲労をねぎらってい
る
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、
意向の把握に努めている。困難な場合
は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活暦や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用
の経過等の把握に努めている

○暮ら 現状 把握

9

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23

話をする中で本人の希望、意向
を把握し、必要時は家族とも相
談しながらなるべく希望に沿え
るよう支援している

24

日常生活の中での本人との会話
や入居時、面会時家族からの情
報収集で可能な限り把握してい
る

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状の把握に努めてい
る

○チームでつくる介護計画とモニタリン
グ

　本人がより良く暮らすための課題とケ
アのあり方について、本人、家族、必要
な関係者と話し合い、それぞれの意見や
アイディアを反映し、現状に即した介護
計画を作成している

1026

毎日の申し送りや記録から状況
の把握に努め行き詰っている点
や本人にとってのより良い方法
を家族やチーム間で話し合い実
践できる介護計画を作成してい
る

25

入居時のＡＤＬの把握、朝の声
掛けでの反応、バイタルチェッ
ク等で心身の状態の把握に努め
ている
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づ
きや工夫を個別記録に記入し、職員間で
情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多
機能化

　本人や家族の状況、その時々に生まれ
るニーズに対応して、既存のサービスに
捉われない、柔軟な支援やサービスの多
機能化に取り組んでいる

27

個人ケース記録に記入し、特に
共有しないといけない情報は連
絡帳で申し送り介護の実践に活
かしている

28

帰宅願望の強い入居者様には散
歩に行き気分転換が図れるよう
な働きかけを行ったりその時々
のニーズに対応できるようにし
ている

○地域資源との協働

　一人ひとりの暮らし方を支えている地
域資源を把握し、本人が心身の力を発揮
しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこ
とができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

　受診は、本人及び家族等の希望を大切
にし、納得が得られたかかりつけ医と事
業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

29

30 11

医療連携体制をとっており入居
時にも家族に説明し理解を得
て、2週間に1回の往診時は健康
面で気になることは報告し、指
示を仰いでいる　必要時は受診
もしている

近くの公園に散歩に行ったり、
歴史館や水族館に行き、木の種
類や魚の名前、昔の暮らしなど
を聞くことでそれぞれ得意な分
野で力を発揮されて楽しまれて
いる
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○看護職員との協働

　介護職員は、日常の関わりの中でとら
えた情報や気づきを、職場内の看護職員
や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の
利用者が適切な受診や看護を受けられる
ように支援している

○入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して治療で
きるように、また、できるだけ早期に退
院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。または、そうし
た場合 備え 病院関係者と 関係づく

32
主に管理者が情報交換を行い病
院関係者との関係づくりに努め
ている

31

看護師は健康面での変化等の情
報をもらったら訪問診察時に主
治医に報告し、出された指示は
介護職員に伝えている　　　緊
急性があればその時々で主治医
に伝え指示を受けている

た場合に備えて病院関係者との関係づく
りを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

　重度化した場合や終末期のあり方につ
いて、早い段階から本人や家族等と話し
合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関
係者と共にチームで支援に取り組んでい
る

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備えて、
すべての職員は応急手当や初期対応の訓
練を定期的に行い、実践力を身に付けて
いる

入居の時本人と家族へは看取り
の指針についての説明は行って
いるが地域の関係者との話し合
いはできていない

12

34

33

ＡＥＤの使い方、心肺蘇生法の
講習を受けたり、急変時のマ
ニュアルを作り対応できるよう
に努めている
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を全職
員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

35 13

グループホーム内での避難訓練
や年2回全館合同の避難訓練を行
い避難経路の確認を行っている
地域との協力体制はできていな
い
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○一人ひとりの人格の尊重とプライバ
シーの確保

　一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプ
ライバシーを損ねない言葉かけや対応を
している

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　日常生活の中で本人が思いや希望を表
したり、自己決定できるように働きかけ
ている

日々のコミニュケーションの中
で自己の言葉かけや態度を見直
し誇りやプライバシーを傷つけ
ないように心掛けている
共同生活の中でプライバシー空
間には許可を得て入室したり羞
恥心への配慮を行っている

14

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

何事も強制はせず自分で決めら
れるような声掛けをしている
また気持ちが後ろ向きになって
いる方へは希望を持っていただ
けるよう明るい言葉かけに気を

36

37

ている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するので
はなく、一人ひとりのペースを大切に
し、その日をどのように過ごしたいか、
希望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれが
できるよう支援している

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人
ひとりの好みや力を活かしながら、利用
者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

39

38

1540

その方の能力に応じて、役割、
出番を引きだし、職員と一緒に
楽しく準備、片付けを行ってい
る。

付けている

必要な衣類などは家族に連絡
し、その人らしい身だしなみが
できるように支援している。

その人のペースにあった支援を
提供できるように心がけてい
る。
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鹿児島県　グループホーム風と光（光） 事業所自己評価

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一
日を通じて確保できるよう、一人ひとり
の状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

　口の中の臭いや汚れが生じないよう、
毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人の
力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

41
夜間の補水も実施し、一人一人
の状態や力、習慣に応じた支援
に努めている。

自立の方にも毎回声掛けし本人
の力に応じた口腔ケアをしてい
るが、残歯のある方の口腔状態
には注意が必要である。

42

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、
一人ひとりの力や排泄のパターン、習慣
を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立に向けた支援を行っている

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲
食物の工夫や運動への働きかけ等、個々
に応じた予防に取り組んでいる

43 16

44

食物では本人の希望の品を取り
入れたり、排便の記録をとり、
個々に応じた予防に取り組んで
いる。

2名の方は入居時はリハビリパン
ツを使用されていたが、排泄状
況を確認し早い段階で普通のパ
ンツにし、現在に至っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミングに合わ
せて入浴を楽しめるように、職員の都合
で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々に応じた入浴の支援している

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の状
況に応じて、休息したり、安心して気持
ちよく眠れるよう支援している

○服薬支援

人ひとりが使用して る薬 目的や

居室内の空調調節を実施し気持
ち用眠れるように支援してい
る。浮腫の見られる方や傾眠傾
向みられる方には、声掛けし昼
食後短時間の臥床を促す。

1745

46

職員間でも報告、連携、申し送
り 徹底を重視し 服薬 支援

その日の業務上の都合により時
間帯を決めてしまうこともある
が出来るだけ希望に添い、入浴
の支援を実施している。

　一人ひとりが使用している薬の目的や
副作用、用法や用量について理解してお
り、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせる
ように、一人ひとりの生活暦や力を活か
した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、
戸外に出かけられるように支援に努めて
いる。また、普段は行けないような場所
でも、本人の希望を把握し、家族や地域
の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

1849

47

48

りの徹底を重視し、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めてい
る。

出来る範囲で支援実施している
が、一人一人ではまだ十分とは
思われないので、今後に向けて
努力したいと思う。

日常的な外出にはまだ難しい状
況であるので、今後は家族や地
域の人々と協力しながら希望に
そって出かけられるように努め
たい。
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鹿児島県　グループホーム風と光（光） 事業所自己評価

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大切
さを理解しており、一人ひとりの希望や
力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をし
たり、手紙のやり取りができるように支
援している

○居心地のよい共用空間づくり

50

ほとんど実施されていない。

今後の課題として一人一人の希
望や力に応じて外食、買い物外
出で、使えるよう支援すること
も必要であると思う。

51

　共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）が、利用者
にとって不快や混乱を招くような刺激
（音、光、色、広さ、湿度など）がない
ように配慮し、生活感や季節感を採り入
れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気
の合った利用者同士で思い思いに過ごせ
るような居場所の工夫をしている

共有の空間は空調の調整や清潔
保持に注意している。トイレ
は、頻回にチェックし掃除実
施。季節の花なども飾るよう努
めている。

19

53
食事、お茶タイム以外ではどの
席に腰かけても良い状況にして
いる。

52
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鹿児島県　グループホーム風と光（光） 事業所自己評価

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や
家族と相談しながら、使い慣れたものや
好みのものを活かして、本人が居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な環境
づくり

　建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして、安全
かつできるだけ自立した生活が送れるよ
うに工夫している

55

20 もう少し工夫すべき点はある。

歩行が不安定な方には居室内に
ポータブルトイレを設置し排せ
つがひとりでも安全に出来る様
実施している。更衣、口腔ケア
なども声掛け、見守りなど行
い、自立した生活支援を実施し
ている。

54
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鹿児島県　グループホーム風と光　(風・光） 事業所自己評価

1 ほぼ全ての利用者の

○ 2 利用者の2/3くらいの

3 利用者の1/3くらいの

4 ほとんど掴んでいない

○ 1 毎日ある

2 数日に１回程度ある

3 たまにある

4 ほとんどない

○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

○ 3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

57

58

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿が見られて
いる。
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている。
（参考項目：49）

56

Ⅴ　アウトカム項目

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

60

59

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）
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鹿児島県　グループホーム風と光　(風・光） 事業所自己評価

1 ほぼ全ての利用者が

○ 2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての利用者が

○ 2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての家族と

○ 2 家族の2/3くらいと

3 家族の1/3くらいと

4 ほとんどできていない

1 ほぼ毎日のように

○ 2 数日に１回程度ある

3 たまに

4 ほとんどない

1 大いに増えている

○ 2 少しずつ増えている

3 あまり増えていない

4 全くいない

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来てい
る。
（参考項目：9,10,19）

65
運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係者とのつながりの拡が
りや深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく
聴いており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により安心して
暮らせている。
（参考項目：28）

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）
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鹿児島県　グループホーム風と光　(風・光） 事業所自己評価

○ 1 ほぼ全ての職員が

2 職員の2/3くらいが

3 職員の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての利用者が

○ 2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての家族等が

○ 2 家族等の2/3くらいが

3 家族等の1/3くらいが

4 ほとんどいない

68
職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると
思う。

66
職員は，活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

67 職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う。
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